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 3 . 人口移動をとりまく制度改革
 4 . 分析データと移動人口の定義
 5 . 2010年以降の人口移動の特徴
 6 . むすびにかえて
 1 ．はじめに
　本稿では， 2015年全国 1 ％人口抽様調査における人口移動データを用いて，2010年代前半の人口移動
の特徴をとらえることを目的とする。その際，2010年全国人口センサスや2005年 1 ％人口抽様調査の結
果などと照らし合わせながら分析を進める。後述するように，中国では2010年以降人口移動を厳しく規
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 1  「鎮」は日本の「町」にあたる。「鎮」に居住する住民は都市戸籍を持っているのに対し，「郷」（ここでいう村）
に居住する住民のほとんどは農村戸籍を持っている。
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 2  ハリス・トダロモデルでは，農村から都市への移動を移動者の合理的な行動と考え，都市と農村の所得格差
(期待賃金)，都市で職を得る確率，移動コストの３つが移動の決定に重要な役割を果たすとされている（Harris 
and Todaro,1970）。
 3  農村戸籍を有する者の合法的な移動は，①進学，②兵役，③限定された条件での労働移動の 3 つに厳しく制
限された。
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抽様調査の結果が用いられて分析されている。1987年全国 1 ％人口抽様調査を皮切りに，その後 4 回の
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表 1 　暫住移動人口の規模と構成　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（単位：万人，％）
移動人口（万人） 構成（％） 移動率
（％）総数 省内 省間 総数 省内 省間
2000年 14,439 10,197 4,242 100 70.62 29.38 11.6
2005年 19,459 12,841 6,618 100 65.99 34.01 11.5
2010年 26,094 17,506 8,588 100 67.09 32.91 19.6












年以降その格差拡大にブレーキがかかっている。上位地域の暫住人口比率は 3 割から 5 割程度と変化が
ほとんどない一方で，下位地域の暫住人口比率はやや増加し 1 割強に達している。
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表 2 　地元戸籍人口に占める暫住人口の比率　　 　（単位：万人，％）
　　　　　　　　 出所：小原（2013年）をもとに，2015年全国 1 ％人口抽様調査を用いて作成。
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用い流出元と流入先で西部地域，中部地域，東部地域に分類して集計しなおした（表 4 参照）。表 4 に
よると，第 1 に，省間移動人口の規模は1995年～2000年の間の移動人口規模3,398万人から，2005年～
2010年の5,974万人へと 2 倍近く増加する。ところが，2010年～2015年の10年間には5281万人へと縮小
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　しかし両図を詳細に検討すると，2005年から2015年の間に生じた変化が読みとれる。省内移動人口の
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係についてみていこう。
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